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僕らは奇跡でできている
校長 光安 淳子

先日、２年生のヤングヘルスセミナーが行われました。講師の吉本医師から、精子と卵

子が出会い受精卵となることの確率や、妊娠しても元気に産まれてくることができない場

合や母体が死に至る場合があることを教えて頂きました。「自分が生まれてくることがで

きたのは奇跡だと思いました」とコメントする生徒もおり、私たちが、今、生きているこ

との素晴らしさを、改めて感じたようです。

私も、このお話を聴きながら、昨年放送された『僕らは奇跡でできている』というドラ

マを思い出しました。高橋一生氏が演じる主人公の相河一輝は、動物行動学を教える大学

講師。常識や固定観念にとらわれない一輝の言動は、周囲の人々を困らせ、時に苛立たせ

るのですが、不思議と一輝の世界に引き込まれて、見失っていた何かを見つけていく、、、

そんな物語です。本作の脚本を手がけた橋部敦子さんは、「どんな真っ暗闇でも小さな光

は必ずあって、それを拡大して自分の光を作る」というイメージで『一輝』と名付けたそ

うです。そして、一輝を支える大切な存在が祖父です。祖父は、一輝の一番の理解者です。

一輝が、自分の興味や好奇心に素直に従い、毎日を心豊かに過ごすことができるようにな

ったのも、「一輝のままでいい」と、そっとそばに居てくれた祖父の存在があったからだ

と思います。『生き物はすべて、様々な奇跡が重なってできたもの』。美しいものも、ヘ

ンテコなものも、もちろん、人も。この物語はそんなメッセージを届けてくれました。

私たちも、私たちが生きている奇跡を大切に育んでいけたらと思います。

◆◆◆２学期のアクションプランの取組について◆◆◆
アクションプラン１ 学び合い、共に高める学習活動

アクションプラン１のキーワードは、「学び合い、共に高める学習活動」です。 1 学期
に引き続き、「興味・関心を高め、追究の必要感のある学習課題」「話合い活動を通じて、

自分の考えを深めたり、広げたりすることができる学習活動」を工夫した授業を実践しま

した。各教科の授業では、ペアやグループで話し合い活動を行い、積極的に他の生徒と関

わり合いながら学習課題に取り組む姿が多く見られました。また、授業における生徒の「学

びの姿」を明確にし、授業の終末で本時の振り返りをするようにしました。振り返りを通

して、生徒は１時間の学習の成果を確認し、達成感を味わうとともに、次への課題を意識

するようになりました。

１学期の成果を踏まえ、２学期も各教科で小テストや「○○コンテスト」を実施し、家

庭学習と連動して、これまでの学習の振り返りをしました。スモールステップで既習事項

を繰り返し復習することで、基礎・基本の定着が図ることができました。最近では、授業

の前に、小テストに向けてノート等で確認する姿もよく見られるようになりました。引き

続き、家庭学習の習慣化につなげていきたいと思います。

1年英語 インタビュー活動 ２年総合 ものづくり教育事業 ３年音楽 合唱練習（パート練習）



0% 20% 40% 60% 80% 100%

１学期

２学期

２年

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１学期

２学期

１年

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１学期

２学期

３年

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１学期

２学期

１年

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１学期

２学期

１年

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１学期

２学期

１年

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１学期

２学期

３年

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１学期

２学期

３年

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１学期

２学期

２年

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１学期

２学期

３年

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１学期

２学期

２年

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１学期

２学期

２年

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１学期

２学期

３年

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１学期

２学期

２年

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１学期

２学期

１年

【学校評価アンケート（生徒）の結果】

（ ：A よくできた ：B だいたいできた ：Cよくあてはまる ：Dまったくあてはまらない）

１ 授業では、課題に対して自分で考え、自分から取り組むことができた。

２ 授業では、話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができた。。

３ 授業で学習したことを振り返り、理解することができた。

アクションプラン２ 仲間を認め合い、支え合う態度の育成

アクションプラン２のキーワードは「仲間を認め合い、支え合う態度の育成」です。生

徒同士が関わり合いの中から、共に高め合う集団づくりを心がけています。運動会、学校

祭では、３年生を中心とし、全校生徒が一丸となって、生徒会のスローガンである「笑－

スマイル－ 広げよう あふれる笑顔の輪」を目指して取り組みました。その結果、一人

一人が自分の役割を果たし、成就感を味わうことができました。そして、１１月からは、

生徒会の主体が２年生へと移り、さわやか挨拶運動では、元気な挨拶の声が響き、湖南小

学校でも十三中学校でも笑顔が見られました。

入学説明会では、１年生実行委員会が学校生活について新入生と保護者の前で堂々と発

表し、上級生となる自覚が伺えました。また、生徒会執行部は生徒会活動について紹介し、

４月から加わる仲間と共に楽しい学校を作り上げようという意気込みが伝わり、それぞれ

に成長が感じられました。

保健委員会ｱｳﾄﾒﾃﾞｨｱに関する集会 さわやか挨拶運動 入学説明会で学校紹介する１年生

【学校評価アンケート（生徒）の結果】

（ ：Aよくできた ：Bだいたいできた ：Cよくあてはまる ：Dまったくあてはまらない）

４ みんなで協力して物事をやり遂げ、うれしいと感じることができた。

５ 自分にはよいところがあると思うことができた。

～お知らせ～
３学期より本校養護教諭長野智華子が出産のため産休に入ります。これに伴い、１月

より代員が着任し、保健業務を担当します。


